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副甲状腺除去によるラット切歯のCa, Mgの変化
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Effect of Parathyroidectomy on Ca and Mg Contents in lncisors of Rats
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Summary

　　　Calcium　and　magnesium　concentrations　in　serum　and　calcium　and　magnesium　con・

tents　in　dentine　are　determined　in　parathyroidectomized　ratS．　The　followings　are　the　main

results．

　　　1．Dentine　calcium　contents　are　decreased　by　the　decrease　of　semm　calcium　concen－

tratlon．

　　　2．No　positive　corelations　were　observed　between　senlm　calcium　and　magnesium

concentrations　after　parathyroidectomy．

　　　3．Magnesium　content　in　dentine　was　not　affected　by　parathyroidectomy．

　　　Based　on　the　results　noted　above，　it　is　concluded　that　parathormone　may　have　some

roles　in　calcium　incorporation　in　dentine　although　parathormone　is　not　involving　in　mag－

nesium　incorporation　in　dentine．　Magnesium　incorporation　in　dentine　may　be　controlled　by

some　mechanisms　other　than　parathyroid　system．

緒 言

　骨の石灰化機構と副甲状腺ホルモン（PTH）と

の関係は，すでに解明されていると思われるが

　8）13）17｝18｝22），歯の石灰化機構とPTHとの関係

は，あまり解明されていないように思われる．ま

た組織学的には象牙質基質中に基質小胞が見い出

され，それが象牙質の石灰化に対して重要な役割

を持つと考えられている2）6）14｝24）．しかし，それ

に対する反論も多く見られ1°m）28｝　31），今日では初

期石灰化機構と添加性石灰化機構とは分けて論じ

るべきだという考え方が有力である．また

Robertsonz6）らにより，血液のPHが血清Ca濃

度に関与しているという報告がなされている．ま

たMgに関しては，その調節機構やCa，　Pとの関

連について，いろいろ論議なされているが4）5｝21）
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25）32｝，血清MgとPTHとの関係や象牙質Mgと

の関係については，ほとんどわかっていない．そ

こでPTHの歯の石灰化に対する影響と，Ca，　Mg

との関係を調べるために以下の実験を行なった．

材料と方法

　実験には，性周期による血清Ca，　Pなどの変動

が少ないWister系の雄ラットを用いた．

　生後30日の雄ラットをエチルエーテルで麻酔

し，実体顕微鏡の下で手術を行ない，副甲状腺除

去（PTX）を行なった群と，左右の副甲状腺を確

認し，除去を行なわない擬手術（Sham－Ope）群に

分け，各々10匹ずつ手術後30日，60日，90日で

屠殺し，血液と下顎切歯を摘出した．下顎切歯か

ら歯髄を取り出し，粉砕後Manly－Hodgei5）i6）の

方法により，エナメル質と象牙質に分離し，象牙

質だげを取り出し乾燥した．血液は直ちに遠心し，

血球，リンパ球等を分離した後，血清を2500ppm

塩化ストロンチウム水溶液で適当に薄め，原子吸

光分光光度計（Shimadzu　AA－610型）によりCa，

Mgを定量した．象牙質は乾燥重量10mgを0．05

N塩酸10mlに入れ脱灰後，濾過しCa，　Mgを同

様に定量した．また無処理の生後30日のラットを

contro1とした．

結 果
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mg／100ml），60日（9．466±0．377　mg／100ml），90

日（8・944±0・201mg／100ml）と，ほとんど変化が

みられないが，PTXでは術後30日（5．678±0．103

mg／100ml），60日（6．305±0262　mg／100ml），90

日（6・058±0・295mg／100m1）とSham－Opeに比

べて，明らかに有意の差でCa濃度が低く，低Ca

血症をきたしている（Fig．1，　Fig．2）．

　象牙質Ca濃度はSham－Ope，　PTXも同様に，

術後30日まで増加しているが，それ以後は，ほぼ

変化は見られず，Sham－Opeでは術後30日（2．235

±O・050・mg／10mg），60日（2．223±O．044・mg／iOmg），

90日（2・245±0・027mg／10mg）と，ほぼ同様の

値を示す．PTXでは術後30日（2．135±0．025

mg／10mg）・60日（2・119±0．048　mg／10mg），90

日（2・103±0・035mg／10mg）となり，Sham－Ope
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Fig．1　Effect　of　parathyroidectomy　on　Ca

　　　COnCentratiOn　in　Serum．

　　　Sham－Ope：Sham－Operation．

　　　PTX：parathyroidectomy

　　　　　　　30　　　　　　　　60　　　　　　　　90

　　　　　　　　　　　　MY
Fig．2　Effect　of　parathyroidectomy　on　Ca

　　　concentratlon　In　dentin．

　　　Sham－Ope：Sham・Operation．

　　　PTX：parathyroidectomy

と比較してPTXは有意に低い値を示した（Fig、2，

Table　2）．

　以上の結果から，PTXは血清Ca濃度の低下，延

いては象牙質Ca濃度の低下を引き起す事が示唆，

された．

II・副甲状腺除去（PTX）による血清Mg濃度お

　よび象牙質Mg濃度の変化

　血清Mg濃度はcontro1（2．331±0．100　mg／

100ml）であり，Sham－Opeでは術後30日（2．318

±0．088mg／100m1），60日（2．277±O．084　tng／100

m1）・90日（2・387±0．091　mg／100m1）と，ほとんど

差は見られないが，PTXでは術後30日（1．865±

0．065mg／100ml）で明らかにMg濃度は低下する

が・60日（2・233±0・152mg／100ml）では，　Sham－Ope
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Fig．3　Effect　of　parathyroidectomy　on　N㎏

　　　COnCentratiOn　in　SerUm．

と有意の差は見られず，しかも個体差が大きい．

90日（2．068±0．163mg／100ml）では，　Sham－Ope

と有意の差はみられるが，同様に個体差が大きい

（Fig．3，　Table　1）．

Table　1．　Ca，Mg　concentrations　in　serum

　　　　　（mg／100ml）

CONTROL
PTX－30

PTX－60

PTX・90

SHAM・OPE・30

SHAM・OPE－60

SHAM－OPE・90

　　CA
9．230±0．207

5．678±0．103

6．305±0．262

6．058±0．295

9．142±0．165

9．466±0．377

8．944±0．201

　　MG
2．331±0．100

1．865±0．065

2．233±0．152

・2．068±0．163

2．318±0．088

2．277±0．084

2．387±0．091

　象牙質Mg濃度はcontrol（0．079±0・003　mg／

10mg）であり，　Sham－Opeでは90日（O・121±

0．004mg／10mg）と日数が増すごとにMg濃度が

高くなる．PTXではcontrolに比べMg濃度は

増加しているが，Sham－Opeとほぼ同様の値を示

し，両者の間には有意の差は見られない（Fig．4，

Table　2）．
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Fig．4　Effect　of　parathyroidectomy　on　Mg

　　　concentrati〔f、n　in　dentin、

Table　2．　Ca，Mg　concentrations　in　dentin

　　　　（mg／10mg）

CONTROL

PTX－30

PTX－60

PTX－90

SHAM－OPE－30

SHAM－OPE－60

SHAM－OPE－90

　　CA　　　　　MG
2．010±0．066　　0．079±0．003

2．135±0．025　　　0．099±0、004

2．119±0．048　　0．122±0．005

2．103±0，035　　0．110±0．005

2．235土0．050　　0．104±0．004

2．223±0．044　　0、111±0．005

2．245±0．027　　0．121±0．004

　以上の結果から，Mgにおいては血清Mg濃度

と象牙質Mg濃度との相関関係は見られないと

思われる．

考 察

1．PTXによる象牙質Ca濃度の変化

　PTXにょり血清Ca濃度は低下し，象牙質Ca

濃度も低下する．この事はPTHが何らかのかた

ちで象牙質のCaの取り込みに対して関与してい

る事を示唆している．

　Yoon34）らにより歯髄は他の組織よりも非常に

高濃度にCaやPを含んでいる事が報告され，ま

たPTXにより歯髄Ca濃度は」2以下に減少する

事や，歯髄Ca濃度が血漿Ca濃度の3倍から8
倍も高い値を示す事などが鈴木30）らにより報告さ

れている．また象牙質石灰化に対して，基質小胞

が重要な役割を持っ事がOzawa231，　WuthieP3）な

どにより指摘され，またAli1｝により，分離された

基質小胞は低いCa×Pイオン濃度でも45Caを取

り込む事などが報告されている．しかしそれに対

する反論も多く，基質小胞が能動的にCaイオン

を取り入れる事が実験的に確かめられておらず，

石灰化する基質のほんの一部を占めるに過ぎない

基質小胞が，重要な要因だとは考えにくいという

報告や29），血液や体液が石灰化に重要だという報

告12）などが見られる．またRobertson26）は血液

PHが血液Caの変動に関与していると報告し，

歯におけるアパタイトはPHZ2以下で変動する

溶解積を有しているというSlavkin29）らの報告も

みられる．

　PTXによる象牙質Ca濃度の低下は，象牙芽細
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胞のCa取り込みが押えられるためか，血液から

象牙質へのCa沈着が押えられるためではないか

と思われる．これらの事よりPTHは象牙質Ca

の取り込みに関与していると考えられ，松本19）ら

の報告に見られるように，PTHは象牙質石灰化

部位へのCa輸送を促進するという実験結果を裏

付けると思われる．

II．　PTXによる象牙質Mg濃度の変化

　PTXにより血清Mg濃度は術後30日までは
顕著に低下するが，それ以後は個体差と変動が多

く，ともに二価の陽イオンであるにもかかわらず，

血清Ca濃度との相関関係は見られない．この事

はPTX後の早い時期ではPTHおよび血清Ca
濃度の影響を受けるが，それ以後は何らかの調節

機構が働くのではないかと推察され，PTX初期

においては，Care　7），Min20），　Cuisiner－Gleizerg）

らが述べる「PTHは血清Caと関連して血清Mg

の変動を調節している」という考えに合致するが，

それ以後は彼らの結果には反すると思われる．

　PTXにおける象牙質Mg濃度はShamOpe
とほぼ同じ値を取る．この事はPTHが象牙質

Mgの取り込みに影響を与えない事を示している

と思われる．

　以上の結果から，象牙質のMgの取り込みは，

副甲状腺の機構とは別な機構で行なわれているの

ではないかと示唆された．

結 論

　PTXによる血清Ca，　Mg濃度および象牙質

Ca，　Mg濃度の変化を調べた結果は以下の通りで

ある．

1．血清Ca濃度が低下すると，象牙質Ca濃度

　　も低下する．

2．PTXによる血清Ca濃度と血清Mg濃度に
　　は相関関係はみられない．

3．PTXによる象牙質Mg濃度には変化が見ら

　　れない．

以上の結果より，PTHは象牙質Caの取り込みに

関与していると考えられるが，象牙質Mgの取り

込みには関与せず，副甲状腺の機構とは別な象牙

質Mgを統合している機構が存在しているので

はないかと示唆された．

　本研究に御協力下さった，口腔生化学教室なら
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びに歯科薬理学教室に感謝致します．なお本研究

は昭和52年度文部省科学研究費補助金によった．
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